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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年5月27日(2021.5.27)

【公表番号】特表2020-519568(P2020-519568A)
【公表日】令和2年7月2日(2020.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2020-026
【出願番号】特願2019-556888(P2019-556888)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 317/54     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  15/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 407/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 407/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7048   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/401    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/136    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 311/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  317/54     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   15/04     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ  405/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  407/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  407/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7048   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/401    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/36     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/47     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/136    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  311/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年4月13日(2021.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＩＩＩで表される化合物。
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【化１】

　（式中、ＥとＺは、Ｃ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、並びにＮ．ＨＣｌであるＮの塩から選択され、
　ＱはＯ、Ｓ、－ＣＨ２Ｏ－、または－ＮＹ’であり、Ｙ’は－Ｈ、アルキル、ＳＯＯＣ
Ｈ３から選択され、
　Ｅ及び／又はＺが－Ｃの場合、Ｒ５は－Ｈまたは－Ｃｌであり、
　Ｒ６とＲ７は、各々独立して、－Ｈ、アルコキシ、アルキル、置換又は非置換芳香族基
、－ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨＣＯＣＨ３、－ＣＮ、－Ｏ－、ハロゲン、－ＯＣＦ３から
選択されるか、又はＲ６とＲ７が一緒になって複素環を形成し、
　Ｅ及び／又はＺが－Ｃの場合、Ｒ８は－Ｈまたは－Ｃｌであり、
　Ｒ９は－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２、－ＣＯＯＨまたは－Ｘであり、ＸはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、－
ＣＨ３であるアルキル、－ＯＨ、－ＯＭｅであるアルコキシ、ＮＨＣＯＣＨ３、Ｈ、ＮＨ

２とすることができ、
　Ｒ１１とＲ１２は、各々独立して、－Ｈから選択されるか、又はＲ１１とＲ１２とが一
緒になってラクトン類および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ２Ｈ５である－Ｃ（Ｏ）Ｏ－アルキルから選
択される置換又は非置換の５員環又は６員環を形成し、
　Ｒは、下記から選択され：
【化２】

－Ｈ、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ２Ｃｌ、－ＳＯＯ－ＣＨ３、－ＳＯＯＰｈ、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（
ＣＨ３）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＰｈ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＰｈＯＨ、－Ｃ（Ｓ）ＮＨＰｈ、－Ｃ
Ｈ２Ｐｈ、－ＣＯＡｒ、－ＳＯＯＡｒ、－ＣＯＮＨＡｒ、－ＣＨ２Ａｒ、－ＣＳＮＨＡｒ
、
　Ｒ１３は－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＮＨＣＯＣＨ３、Ｘ＝Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルキル、アセ
チル、Ｃ３－Ｃ８アシル基から選択され、
　Ｒ１４はアルコキシ、－ＯＭｅ、－ＯＨ、ＮＨ２、－ＮＨＣＯＣＨ３、Ｘ＝Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ、アルキル、アセチル、Ｃ３－Ｃ８アシル基から選択され、
　Ｒ１５はアルコキシ、－ＯＭｅ、－ＯＨ、－Ｈ、Ｂｒ、ＮＨ２、Ｘ＝Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、
アルキル、アセチル、Ｃ３－Ｃ８アシル基から選択され、



(3) JP 2020-519568 A5 2021.5.27

　Ｒ１６は－Ｈ、－ＣＨ２ＯＨ、－ＯＨ、アルキル、アルコキシから選択され、
　Ｒ１７はアルキルから選択される。）
【請求項２】
　式ＩＶで表される化合物。
【化３】

　（式中、Ｒ６とＲ７は、各々独立して、－Ｈ、アルコキシ、アルキル、置換又は非置換
芳香族基、－ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＮＨＣＯＣＨ３、－ＣＮ、－Ｏ－、ハロゲン、－ＯＣ
Ｆ３から選択されるか、又はＲ６とＲ７が一緒になって複素環を形成し、
　Ｒ１１とＲ１２は、各々独立して、－Ｈから選択されるか、又はＲ１１とＲ１２とが一
緒になってラクトン類および－Ｃ（Ｏ）ＯＣ２Ｈ５である－Ｃ（Ｏ）Ｏ－アルキルから選
択される置換又は非置換の５員環又は６員環を形成し、
　Ｒは、下記から選択され：
【化４】

－Ｈ、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ２Ｃｌ、－ＳＯＯ－ＣＨ３、－ＳＯＯＰｈ、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（
ＣＨ３）２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＰｈ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＰｈＯＨ、－Ｃ（Ｓ）ＮＨＰｈ、－Ｃ
Ｈ２Ｐｈ、－ＣＯＡｒ、－ＳＯＯＡｒ、－ＣＯＮＨＡｒ、－ＣＨ２Ａｒ、－ＣＳＮＨＡｒ
、
　Ｒ１３は－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＮＨＣＯＣＨ３、Ｘ＝Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、アルキル、アセ
チル、Ｃ３－Ｃ８アシル基から選択され、
　Ｒ１４はアルコキシ、－ＯＭｅ、－ＯＨ、ＮＨ２、－ＮＨＣＯＣＨ３、Ｘ＝Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ、アルキル、アセチル、Ｃ３－Ｃ８アシル基から選択され、
　Ｒ１５はアルコキシ、－ＯＭｅ、－ＯＨ、－Ｈ、Ｂｒ、ＮＨ２、Ｘ＝Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、
アルキル、アセチル、Ｃ３－Ｃ８アシル基から選択され、
　Ｒ１６は－Ｈ、－ＣＨ２ＯＨ、－ＯＨ、アルキル、アルコキシから選択され、
　Ｒ１７はアルキルから選択される。）
【請求項３】
　式Ｖで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。
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【化５】

【請求項４】
　式ＶＩで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。

【化６】

【請求項５】
　式ＶＩＩで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。

【化７】

【請求項６】
　式ＶＩＩＩで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。
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【化８】

【請求項７】
　式ＩＸで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。

【化９】

【請求項８】
　式Ｘで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。
【化１０】

【請求項９】
　式ＸＩで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。
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【化１１】

【請求項１０】
　式ＸＩＩで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。

【化１２】

【請求項１１】
　式ＸＩＩＩで表される化合物である、請求項２に記載の化合物。

【化１３】

【請求項１２】
　式ＸＩＶで表される化合物である、請求項１に記載の化合物。
【化１４】
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【請求項１３】
　癌の治療用である、式Ｖ～ＸＩＶで表される化合物。
【請求項１４】
　癌の治療用である、式Ｖ又はＶＩで表される化合物。
【請求項１５】
　前記癌は、乳癌、口腔癌、前立腺癌、脳癌、血液癌、骨髄癌、肝臓癌、膵臓癌、皮膚癌
、腎臓癌、結腸癌、卵巣癌、肺癌、精巣癌、陰茎癌、甲状腺癌、副甲状腺癌、下垂体癌、
胸腺癌、網膜癌、ブドウ膜癌、結膜癌、脾臓癌、頭部癌、頸部癌、気管癌、胆嚢癌、直腸
癌、唾液腺癌、副腎癌、咽頭癌、食道癌、リンパ節癌、汗腺癌、皮脂腺癌、筋肉癌、心臓
癌及び胃癌である、請求項１３に記載の癌の治療用の式Ｖ～ＸＩＶで表される化合物。
【請求項１６】
　前記癌は、乳癌、または前立腺癌である、請求項１５に記載の癌の治療用である式Ｖ又
はＶＩで表される化合物。
【請求項１７】
　式Ｖ～式ＸＩＶで表される化合物と、担体、アジュバント、媒体又はそれらの混合物等
の薬学的に許容し得る賦形剤とを含む医薬組成物。
【請求項１８】
　乳癌、口腔癌、前立腺癌、脳癌、血液癌、骨髄癌、肝臓癌、膵臓癌、皮膚癌、腎臓癌、
結腸癌、卵巣癌、肺癌、精巣癌、陰茎癌、甲状腺癌、副甲状腺癌、下垂体癌、胸腺癌、網
膜癌、ブドウ膜癌、結膜癌、脾臓癌、頭部癌、頸部癌、気管癌、胆嚢癌、直腸癌、唾液腺
癌、副腎癌、咽頭癌、食道癌、リンパ節癌、汗腺癌、皮脂腺癌、筋肉癌、心臓癌及び胃癌
等の癌の治療用である請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記癌は乳癌、前立腺癌である、請求項１７～１８に記載の医薬組成物。
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